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WG実施計画 (メンバー)

役割 ⽒名 所属（会社、部署） 役職

主査 ⼭⼝ 亮 （やまぐち あきら） ⼤成建設株式会社 設計本部 設備計画部 環境技術開発室 室⻑

副主査 ⼩⼭真悟 （こやましんご） 株式会社⽇本設計 環境・設備設計群 主管

ﾒﾝﾊﾞｰ 吉⽥ 徹 （よしだとおる） 株式会社⽵中⼯務店 設計部設備部⾨設備３グループ チーフエンジニア

⽥村暢茂 （たむらのぶしげ） 株式会社⽵中⼯務店 設計部設備部⾨ 設備３グループ 主任

窪内⼀典（くぼうちかずのり） 株式会社きんでん 情報通信本部 情報通信技術部 技術⽀援第⼀チーム 課⻑

(正) ⽩神⼤輝 （しらがみだいき） エクシオグループ株式会社 ビジネスソリューション事業本部開発本部
プロバイダシステム開発部⾨兼イノベーション推進室 技師補

(副) 妻⿃光伸 （めんどりみつのぶ） エクシオグループ株式会社 ソリューション事業本部 グループ企画推進部⾨
（兼務出向：株式会社WHERE） 担当部⻑

廣瀬亮太 （ひろせりょうた） パナソニック株式会社
エレクトリックワークス社 ソリューションエンジニアリング
本部 エンジニアリング推進センター ⾸都圏・関東技術営業
推進部

主幹技師

(正) 原⼭和也 （はらやまかずや） アズビル株式会社 ビルシステムカンパニー マーケティング本部
プロダクトマーケティング部 コンポーネントグループ 課⻑代理

(副) ⽶⼭和宏 （よねやまかずひろ） アズビル株式会社 ビルシステムカンパニー 計装本部
計装システム２部２グループ マネージャー

(正) 佐藤 剛 （さとうごう） NTTコミュニケーションズ(株)ビジネスソリューション本部 第三ビジネスソリューション部

(副) 秋⼭貴紀 （あきやまたかのり） NTTコミュニケーションズ(株)ビジネスソリューション本部 ソリューションサービス部

中曽根彩花 （なかそね あやか） ⼤成建設株式会社 設計本部 設備計画部 環境技術開発室

■メンバー
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WG実施計画 （活動計画）

１．ICT（情報化技術）の実績調査
１）ICTを活⽤したビル（シティー）の調査
２）建築物の環境/エネルギーのセンシング技術調査

２．実績調査の分析
１）施設フェーズ（設計・施⼯・運⽤）と各種技術要素との関連性
２）開発・活⽤の実態と傾向

３．WGメンバー各社の技術や実例の紹介

４．分析結果を踏まえたWGからの提⾔
１）社会要請にこたえるこれからの技術・サービス

社会要請（例）… カーボンニュートラル、レジリエント、WELL等

■活動計画
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（次年度）



WG実施状況

 第1回 WG 2023年05⽉19⽇開催（リモート）
・新メンバ等のご紹介、2023年度の活動計画について
・第⼀回JABMEE技術委員会の概要報告

 第2回 WG 2023年07⽉14⽇開催（リモート）
・「ICTに係る案件プロジェクトリスト・技術調査表」の⾒直し確認。
・スマートビル将来ビジョン検討会資料及びユースケースの外観。

 第3回 WG 2023年08⽉25⽇開催（リモート）
・統合ネットワーク/ICT技術の最近の導⼊例紹介（NTTコミュニケーションズ様）

 第4回 WG 2023年09⽉22⽇開催（リモート）
・製品事例のご紹介（アズビル様）
・事例紹介を受けての今後の進め⽅について

 第5回 WG 2023年10⽉27⽇開催（リモート）
・AI・IoT/クラウド活⽤ ソリューション事例のご紹介（パナソニック様）
・スマートオフィスとコミュニケーション（エクシオグループ様）

 第6回 WG 2023年12⽉20⽇開催（対⾯︓⼤成建設本社）
・スマートビル ソリューションパッケージ ビルコミプラス（⽵中⼯務店様）
・統合ネットワークへの取組について（⼤成建設）

 第7回 WG 2024年02⽉07⽇開催（対⾯︓⼤成建設本社 リモート）
・今年度のWG内容の整理、成果品のまとめ⽅について 4

■分科会を7回開催



その他WGの活動
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 第56回建築設備技術者会議で講演（2023.11.17）

エクストラ・セッション
「建築設備分野におけるICT関連技術の活⽤動向〜 JABMEE ICT WG 事例調査報告 〜」

 2023年度「建築設備⼠の⽇」記念事業で発表（2023.11.24）

  パネルディスカッション「協会技術系WGの活動報告」



１．ICT（情報化技術）の実績調査

１．ICT（情報化技術）の実績調査
１）ICTを活⽤したビル（シティー）の調査
２）建築物の環境/エネルギーのセンシング技術調査

２．実績調査の分析
１）施設フェーズ（設計・施⼯・運⽤）と各種技術要素との関連性
２）開発・活⽤の実態と傾向

３．WGメンバー各社の技術や実例の紹介

■2023年度 実施状況
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 PJ名称

 フェーズ
・設計・施⼯・運⽤

 受益者
・施設管理者・⼊居者・設計者・施⼯者・⼊居企業 等

 ⽬的
・⾒える化・省エネ・効率化・快適性・利便性・健康・安全安⼼
・BCP・⾼度化・その他

 適⽤技術
・AI・IOT・ICTネットワーク・クラウド・BIM・ロボット・その他

 サービス内容

■実績調査シートの分類 … 昨年度版から調査案件をさらに追加

１．ICT（情報化技術）の実績調査
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■約200件の実績データ／キーワードで検索可能
（抜粋）

表１︓実績調査シート（抜粋）

１．ICT（情報化技術）の実績調査



２．実績調査の分析

■2023年度 実施状況

１．ICT（情報化技術）の実績調査
１）ICTを活⽤したビル（シティー）の調査
２）建築物の環境/エネルギーのセンシング技術調査

２．実績調査の分析
１）施設フェーズ（設計・施⼯・運⽤）と各種技術要素との関連性
２）開発・活⽤の実態と傾向

３．WGメンバー各社の技術や実例の紹介
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１）「フェーズ」 および 「受 益 者」による分析
・設計・施⼯・運⽤ ・施設管理者・⼊居者・設計者・施⼯者・⼊居企業 等

２）「⽬ 的」による分析
・⾒える化・省エネ・効率化・快適性・利便性・健康・安全安⼼・BCP・⾼度化・その他

３）「適⽤技術」による分析
・AI/IoT・ICTネットワーク・クラウド・BIM・ロボット・その他

４）「⽬ 的」と「適⽤技術」の 相関関係の分析

５）「受 益 者 」と「適⽤技術」の 相関関係の分析

６） IPA*1のDADC*2がまとめたユースケース分類に当てはめて評価

■実績調査シートの分析／提⾔
取り纏めた調査表（約200案件）について、受益者・⽬的・適⽤技術による分析を⾏った

２．実績調査の分析
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*1 独⽴⾏政法⼈情報処理推進機構
*2 デジタルアーキテクチャデザインセンター



１）「フェーズ」 および 「受益者」による分析

 各フェーズに対応する受益者が多い（設計⇒設計、施⼯⇒施⼯、運⽤⇒運⽤）

 運⽤以降の管理者や⼊居者に対してのサービスが多い

受益者

設計者 施⼯者
運⽤

施設管理者 ⼊居者 合計

フ
ェ
ー
ズ

設計 7 8 11 9 35

施⼯ 2 27 1 1 31

運⽤ 5 1 105 102 213

表2︓フェーズと受益者による分析
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２．実績調査の分析



 健康(Wellness）やBCPへの
ICT活⽤の可能性

２）「⽬的」による分析

 ICTに係る調査のため、効率化や
利便性の⽬的が多い傾向がある

 ICTとの結びつきが弱いためか、
健康やBCPが少なかった

延べ件数：482件

⾒える化

15%

省エネ

15%

効率化

23%
快適性

12%

利便性

15%

健康

4%

安全

安⼼

7%

BCP

1%

⾼度化

7%

その他

1%

図1︓⽬的による分析
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２．実績調査の分析



①AI

9%

②IoT

28%

③ICTネッ

トワーク

28%

④クラウド

ウド

18%

⑤BIM

4%

⑥ロボット

5%

⑦その他

8%
 ICTに係る技術調査のためICT

ネットワークやIoTなどが多い

 調査範疇ではBIMやロボットの
技術を適⽤した案件が少なかった
⇒要継続調査

延べ件数：324件

３）「適⽤技術」による分析

 BIMやロボットを活⽤した
ユーザーサービス強化の可能性

図2︓適⽤技術による分析
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２．実績調査の分析



⽬的 適⽤技術

① 効率化
② 利便性
③ ⾒える化
④ 省エネ
⑤ 快適性
⑥ ⾼度化
⑦ 安全・安⼼
⑧ 健康
⑨ BCP

・・・計9項⽬

① AI
② IoT
③ ICTネットワーク
④ クラウド
⑤ BIM
⑥ ロボット
⑦ その他

・・・計7項⽬

４）「⽬的」と「適⽤技術」の相関を分析
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２．実績調査の分析



※効率化の全体数（184件）を100%とし、適用技術を割合表記とした

 ⼀般的なICT技術との関連が多い
 様々なサービスで「効率化」を⽬的とした技術適⽤
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23%
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15%

健康
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7%

BCP

1%

⾼度化

7%

その他
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①『効率化』の適⽤技術

図3︓効率化と適⽤技術の相関関係

図1︓⽬的による分析
（再掲）

15

２．実績調査の分析



■⽬的別レーダーチャート ⼀覧

調査内容から当然の結果ではあるが、
いずれもICTネットワークやIoTが多くの割合を占めている
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図4︓各⽬的に対する技術の相関関係
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２．実績調査の分析



受益者 適⽤技術

① 設計者
② 施⼯者
③ 運⽤者

・施設管理者・事業主
・設備管理者 等

④ ⼊居者
・⼊居者・⼊居企業
・来訪者・執務者 等

・・・計4項⽬

5）「受益者」と「適⽤技術」の相関を分析

① AI
② IoT
③ ICTネットワーク
④ クラウド
⑤ BIM
⑥ ロボット
⑦ その他

・・・計7項⽬
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２．実績調査の分析



 BIMとクラウドの連携や解析などに関連があり、
業務効率化に適⽤されている技術に傾向がみられた

設計者の全体数（15件）を100%とし、適用技術を割合表記とした

⼊居者

34%

運⽤者

43%

施⼯者

16%

設計者

7%

0%
5%

10%
15%
20%
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30%
35%
40%
45%
50%

設計者

① 『設計者』

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

①AI

②IoT

③ICTネットワー

ク

④クラウド⑤BIM

⑥ロボット

⑦その他

設計者

図6︓設計者と適⽤技術の相関関係

図5︓受益者別の割合
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２．実績調査の分析



0%

10%

20%

30%

40%

50%
①AI

②IoT

③ICTネット

ワーク

④クラウド⑤BIM

⑥ロボット

⑦その他

施⼯者

 タブレット型端末を⽤いた施⼯状況管理の効率化
に適⽤される事例が多かった

 ロボットの適⽤技術がみられた

0%
5%
10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%

施⼯者

施工者の全体数（35件）を100%とし、適用技術を割合表記とした

⼊居者

34%

運⽤者

43%

施⼯者

16%

設計者

7%

② 『施⼯者』

図7︓施⼯者と適⽤技術の相関関係
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２．実績調査の分析



■適⽤技術別レーダーチャート ⼀覧

AI・ロボット技術の実適⽤を拡⼤していく余地がある

図8︓各受益者に対する
適⽤技術の相関関係
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50%
①AI

②IoT

③ICTネットワーク

④クラウド⑤BIM

⑥ロボット

⑦その他

設計者 施⼯者 運⽤者 ⼊居者
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２．実績調査の分析



６）IPAのDADCがまとめたユースケース分類に当てはめて評価

図9︓ユースケースの検討例
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２．実績調査の分析



凡例︓ ０ 0件、 １〜3件、 4〜9件、 10件以上■今回の調査結果を適⽤

「効率化」×「設計・施⼯」・「ビル管理者」 ・「ユーザー」の⽐重が⾼い
図10︓今回の調査件数の分布
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２．実績調査の分析



まとめ
 BIMやロボットを活⽤したユーザーサービスの強化に可能性
 健康(Wellness)やBCPに対するICT活⽤の余地がある
 設計者や施⼯者に向けたサービスの推進が必要
 ＷＧ調査時点以降の収集案件の追加・継続収集が必要

分析を踏まえた、新たなユーザーサービス創出を今後WGで議論
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２．実績調査の分析



３．WGメンバー各社の技術や実例の紹介

■2023年度 実施状況

１．ICT（情報化技術）の実績調査
１）ICTを活⽤したビル（シティー）の調査
２）建築物の環境/エネルギーのセンシング技術調査

２．実績調査の分析
１）施設フェーズ（設計・施⼯・運⽤）と各種技術要素との関連性
２）開発・活⽤の実態と傾向

３．WGメンバー各社の技術や実例の紹介
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３．WGメンバー各社の技術や実例の紹介

図11︓WGメンバー各社の技術や実例



統合ネットワーク/ICT技術の最近の導⼊例紹介（NTTコミュニケーションズ様）
②エレベーター先⾏予約システム

・⾏先階登録システム…
顔認証、タッチレス

・ビル内ロボットシステム…
エレベータ、⼊退館設備と連携、デリバリー、
清掃、備品運搬

①スマートビルにおけるユースケース例

・商業フィールド
⾮接触接客、スマホオーダー、⾒える化、
パーソナルリコメンド

・スタッフフィールド
エネルギーマネジメント、映像解析

・ワーカーフィールド
統合アプリ、スマートセキュリティゲート、受付
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製品事例のご紹介（アズビル様)
①ビル向けクラウドサービス
従来現場に設置していた専⽤システムに代わるクラ
ウドサービスの提供 エネルギー管理、設備保全管理、
テナントサービス（居住者空調操作）

②セントラル空調向けセル型空調システム
セントラル空調でありながら、より細かいゾーン単位
での制御ができる。あわせてスマホアプリでの操作で
個々の執務者からの要求を受け付ける。

③顔認証による⼊退室管理
統合化セキュリティシステム,顔認証のラインナップ

④⾚外線アレイセンサシステム
表⾯温度分布を捉えるセンサにより、⼈数推定、空
調換気照明制御
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AI・IoT/クラウド活⽤ ソリューション事例のご紹介（パナソニック様）
①AIカメラ活⽤
・AI動体検知アプリケーション
・AIプライバシーガードアプリケーション
・AIマスク⾮着⽤検知アプリケーション
・AI顔検知
・AI⼈物属性識別、⾞両属性識別
・AI混雑検知
・ナンバー認識システム
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③クラウド活⽤
・街演出クラウド「YOI-en」
・デジタルサイネージ
・顔認証SaaSプラットフォーム
・業務⽤空調クラウドサービス
・エネルギートータル管理サービス
④IoT
・⾼速電⼒線通信
・天井埋込型PoE給電スイッチングハブ
・混雑度・環境計測

②ロボティクス
・業務⽤ロボット掃除機、搬送、情報発信



スマートオフィスとコミュニケーション（エクシオグループ様）
①IoTセンシング技術を使ったオフィス管理システム

・来訪者受付管理、タッチレス⼊退セキュリティ、
在席管理・リモートワーク⽀援

・ホテリング・会議室予約
・トイレ・⾷堂混雑度表⽰
・駐⾞場管理
・ビル内外の温湿度、CO2等の環境情報把握
・空間稼働、勤務実態、感染防⽌情報等の⾒える化

②ハイブリッドワークプレイス

・社内外で働く環境の創出
・Teams Rooms
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スマートビル ソリューションパッケージ ビルコミプラス（⽵中⼯務店様）
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①Work office+
②快適性と省CO2を両⽴する⾃然換気併⽤型空調制
③ヒューマンファクターセンサーを活⽤した照明制御
④AIを活⽤した熱源送⽔温度制御

⑩⾒える化画⾯⑤オフィス情報プラットフォーム ABW Navi

⑥ロボット×建物サービスの構築
⑦BIM・IoT・建物管理データの統合
⑧建物健全性モニタリングシステム
⑨Smart Secure Service
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ビルOS（⼤成建設）
LifeCycleOSは、快適で安⼼できる利⽤体験を様々な建物ユーザーに提供する、クラウド上に建物に関す
るあらゆるデータを収集し、総合的なデータ活⽤と分析を実⾏できる。





提供価値

環境
（省エネ・脱炭素など）

安⼼・安全・
健康

効率化・
労働⽣産性向上

快適性・利便性

ユーザー
（就業
者・

テナント
来訪者・
⼊居者）

ビル・
設備

管理者

エンタメ
コミュニケーション

都市開発
関係者

ビル
オーナー

設計・
施⼯者

凡例
• 建設会社（⼤成、⽵中）
• 専⾨⼯事会社（エクシオグループ）
• メーカー（パナソニック、アズビル）
• 通信ベンダー（NTTコミュニケーションズ）



今後の活動計画予定

■2024年度 活動計画予定
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４．分析結果を踏まえたWGからの提⾔
１）社会要請にこたえるこれからの技術・サービス

社会要請（例）… カーボンニュートラル、レジリエント、WELL等
２）各種センサー・サービスの基幹設備のハード⾯のあり⽅

基幹設備（例） … ネットワーク等

（次年度）



建築・都市におけるICTに係る調査研究WG

WG報告
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